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影
響
額
が
約
１
億
３
千
万
円
。残
り

の
約
２
億
２
千
万
円
は
、特
別
会
計

で
あ
れ
ば
基
金
積
立
金
と
す
る
が
、

企
業
会
計
で
は
基
金
に
積
み
立
て
な

い
た
め
、こ
の
金
額
と
な
っ
た
。

◆
水
道
事
業
会
計
決
算

Q
　
水
道
事
業
報
告
書
に
、東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
電
力
不
足
が
発
生

し
、水
道
施
設
の
安
定
稼
働
を
脅
か

し
た
と
の
記
載
が
あ
る
が
、当
時
の

状
況
は
。

A
　
３
月
11
日
の
地
震
に
よ
る
配
水

管
な
ど
の
被
害
は
な
か
っ
た
が
、計

画
停
電
の
実
施
に
伴
い
、狭
山
市
が

95
％
依
存
し
て
い
る
県
水
の
大
久
保

浄
水
場
か
ら
の
送
水
と
県
水
を
受
け

て
い
る
赤
坂
の
中
継
ポ
ン
プ
場
が
別

の
時
間
帯
に
停
電
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。そ
の
間
、自
家
発
電
機
を
稼
働
さ

せ
、水
量
を
確
保
し
た
が
、発
電
機
の

燃
料
タ
ン
ク
の
容
量
が
５
０
０
ℓ
で
、

１
回
の
停
電
で
３
０
０
ℓ
使
用
す
る

た
め
、燃
料
で
あ
る
重
油
の
確
保
に

大
変
苦
慮
し
た
。ま
た
、計
画
停
電
が

夜
10
時
ま
で
実
施
さ
れ
た
際
は
、停

電
終
了
後
の
深
夜
に
給
油
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

Q
　
老
朽
管
の
布
設
替
え
の
進
捗
率

は
。

A
　
老
朽
管
の
う
ち
、石
綿
セ
メ
ン

ト
管
の
進
捗
率
が
95
・64
％
。塩
化
ビ

ニ
ー
ル
管
の
進
捗
率
が
２
・
44
％
と

な
っ
て
い
る
。

放射性物質による製茶の被害に

対する早急な対策を求める意見書

　このたび厚生労働省が実施した検査により、
埼玉県産の製茶の一部から国の暫定規制値を
上回る放射性セシウムが検出され、埼玉県は、
関係業者に製茶の出荷と販売の自粛を要請し
たところである。
　東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴
い放出された放射性物質により、農畜産物の出
荷自粛や停止、回収を余儀なくされる例が全国
的に相次いでいる。国民の食の安全・安心を確
保するとともに、茶業が持続的に発展するよう
速やかな対策を講じることが必要と考える。
　ついては、下記の事項を早急に実施するよう
要望する。

記

1. 消費者、生産者の不安を解消するために、万
全な対策を一刻も早く講じること。

2. 科学的根拠に基づき、早急に明確な茶の規制
値を設定し、速やかに正しい情報を的確に発
信すること。煎茶については、飲料用、食料
用を別にした数値を設定することにより、食
の安全・安心を確保する対策を講じること。

3. 改めて広範囲な産地を対象に、きめ細かで精
度の高い調査を行うこと。

4. 風評被害の発生防止に取り組むとともに、茶
生産農家及び茶商の救済に万全を期すること。

5. 国及び東京電力株式会社は、東京電力福島第
一原子力発電所の事故の一刻も早い収束と
早急な損害賠償を行うこと。

東日本大震災に際し、被災地で

活動する自衛隊等に感謝する決議

　平成 23年3月11日に起きた大地震は、津波や
原発事故を伴い、想像を絶する規模の被害が発
生した。
　被災地の自治体組織や防災組織が壊滅的な
打撃を受ける中、自衛隊をはじめ、警察、消防
機関等にあっては、震災直後に被災地に入り、
人命救助、生活支援、行方不明者の捜索、ご遺
体の収容、瓦礫の撤去、そして原発事故への対
応など、自らの危険も顧みず、使命感に燃え、
困難な作業に挺身された。特に、本市にある航
空自衛隊入間基地では、延べ2,100人もの隊員
の皆さんが被災地で活動されており、その活躍
は顕著である。
　よって、狭山市議会は、東日本大震災に際し、
被災地で活動された自衛隊等に深甚なる敬意
と感謝の意を表するものである。

認
し
、内
容
を
整
理
し
て
図
面
化
し

て
い
る
。

Q
　
狭
山
市
駅
上
諏
訪
線
整
備
事
業

で
、次
期
整
備
路
線
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
箇
所
の
進
捗
状
況
は
。

A
　
22
年
度
は
、現
況
測
量
と
道
路

の
予
備
設
計
を
行
っ
た
。事
業
の
実

施
状
況
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

関
係
地
権
者
や
自
治
会
長
に
文
書
で

報
告
を
行
っ
て
い
る
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

Q
　
実
質
収
支
額
が
昨
年
の
約
１
千

万
円
か
ら
約
３
億
５
千
万
円
と
大
き

く
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

A
　
特
別
会
計
か
ら
企
業
会
計
へ
の

移
行
に
よ
る
打
ち
切
り
決
算
に
伴
う

準
値
以
下
で
あ
り
安
全
と
思
わ
れ
る
。

Q
　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
促
進
事

業
の
現
在
ま
で
の
補
助
実
績
は
。

A
　
15
年
か
ら
昨
年
ま
で
２
８
８
件

補
助
し
て
い
る
。

Q
　
降
雨
量
に
応
じ
た
雨
水
対
策
が

必
要
な
箇
所
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

A
　
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
、い
ろ

い
ろ
な
状
況
の
中
で
現
場
な
ど
を
確

良
好
で
あ
っ
た
。ま
た
利
用
者
に
は

満
足
度
調
査
を
行
い
、高
い
評
価
を

得
た
。指
定
管
理
者
の
職
員
は
行
政

の
経
験
が
な
い
こ
と
が
課
題
だ
が
、

指
定
期
間
の
５
年
間
で
、よ
り
地
域

と
密
接
に
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

建
設
環
境
委
員
会

　
一
般
会
計
は
衛
生
費
、
土
木
費
お

よ
び
関
連
す
る
歳
入
の
一
部
を
審
査
。

Q
　
新
富
士
見
橋
下
の
入
間
川
で
大

腸
菌
群
が
増
え
て
い
る
原
因
は
。

A
　
大
腸
菌
群
と
は
大
腸
菌
の
ほ
か

に
自
然
界
に
多
く
い
る
大
腸
菌
と
よ

く
似
た
細
菌
の
総
称
で
、問
題
と
な

る
病
原
性
大
腸
菌
の
測
定
結
果
は
基

◆
狭
山
市
駅
西
口
市
民
広
場
条
例

Q
　
近
く
に
交
番
は
あ
る
が
、夜
間
な
ど
の
防
犯
体
制
は
。

A
　
防
犯
カ
メ
ラ
を
４
カ
所
に
５
台
設
置
す
る
予
定
で
、24

時
間
録
画
し
、有
事
の
際
に
は
提
出
す
る
。ま
た
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
巡
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
委
託
す
る
予
定
。

Q
　
広
場
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
、違
法
駐
輪
が
増
え
る
と
考

え
る
が
、対
策
は
。

A
　
市
民
広
場
は
、自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
外
で
あ
り
、市

民
広
場
を
管
理
す
る
中
で
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
見
回
り
を
委
託
し
、直
接
あ
る
い
は
張
り
紙
な
ど
で
の
移

動
指
導
を
予
定
し
て
い
る
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

Q
　
教
育
費
の
県
補
助
金
を
組
み
替
え
た
理
由
は
。

A
　
当
初
、補
助
率
３
分
の
２
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設

整
備
費
補
助
金
を
予
定
し
て
い
た
が
、廃
止
予
定
の
補
助
率

10
分
の
10
の
地
域
子
育
て
創
生
事
業
費
補
助
金
が
存
続
し
た

の
で
、県
に
申
請
し
措
置
し
た
。

Q
　
上
奥
富
堰せ

き

復
旧
工
事
の
期
間
は
。ま
た
、魚
道
を
含
め
た

川
の
せ
き
と
め
な
ど
考
慮
す
る

点
が
あ
る
と
思
う
が
、ど
う
配

慮
す
る
の
か
。さ
ら
に
、住
民
へ

の
周
知
は
。

A
　
工
事
は
、渇
水
期
の
11
月

に
着
手
し
３
月
末
ま
で
を
予
定
。

流
れ
を
変
え
な
い
と
着
工
が
難

し
い
の
で
、最
良
の
方
法
で
実

施
す
る
。左
岸
の
自
治
会
な
ど

に
は
、工
事
内
容
を
周
知
す
る
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

Q
　
高
齢
者
と
地
域
の
つ
な
が
り
再
生
事
業
に
、た
ま
り
場

整
備
と
人
材
育
成
が
あ
る
が
、具
体
的
内
容
は
。

A
　
た
ま
り
場
は
、富
士
見
地
内

で
、こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
な
ど

を
対
象
に
、相
談
や
情
報
交
換
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
場
と
し
て
活

用
し
て
い
く
。人
材
育
成
は
、地
域

の
支
え
合
い
を
推
進
す
る
た
め
で
、

30
歳
以
上
の
市
民
が
対
象
。

Q
　
新
た
に
開
発
し
た
児
童
相
談
シ
ス
テ
ム
開
発
委
託
の
維

持
管
理
の
所
管
は
ど
こ
か
。

A
　
こ
ど
も
課
が
所
管
し
、シ
ス
テ
ム
の
維
持
管
理
費
も
含

め
開
発
会
社
に
委
託
す
る
こ
と
で
考
え
て
い
る
。

Q
　
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
が
大
幅
な
補
正
増
と

な
っ
た
理
由
は
。

A
　
対
象
を
20
名
と
見
込
ん
で
い
た
が
、29
名
と
な
り
、う
ち

４
名
が
正
看
護
師
を
取
得
す
る
た
め
に
進
学
し
た
た
め
。

Q
　
生
活
保
護
費
の
賃
金
で
、相
談
員
が
１
名
増
員
だ
が
、ど

の
よ
う
な
業
務
か
。

A
　
主
に
生
活
保
護
の
面
接
相
談
を
行
う
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

Q
　
介
護
保
険
給
付
費
等
準
備
基
金
積
立
金
は
、23
年
度
末

の
額
を
介
護
保
険
加
入
者
１
人
当
た
り
に
す
る
と
、ど
の
く

ら
い
の
金
額
に
相
当
す
る
の
か
。

A
　
23
年
度
末
の
残
高
は
、約
５
億
４
千
５
０
０
万
円
の
見

込
み
で
、１
号
被
保
険
者
数
３
万
４
千
７
２
５
名
で
割
る
と
、

約
１
万
５
千
７
０
０
円
相
当
に
な
る
。

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

Q
　
歩
行
者
道
路
認
定
の
条
件

は
あ
る
の
か
。

A
　
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図

る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き
、

区
間
を
定
め
て
歩
行
者
の
一
般

交
通
の
た
め
の
道
路
部
分
を
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
道
路

法
に
規
定
が
あ
る
。

◆
所
管
事
務
調
査

　
智
光
山
公
園
花
菖
蒲
園
の
花
の
咲
き
具
合
が
非
常
に
悪
か

っ
た
た
め
、昨
年
度
と
の
開
花
状
況
の
比
較
、業
務
委
託
の
状

況
、対
策
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

Q
　
管
理
業
務
の
期
間
が
４
月
28
日
か
ら
翌
年
３
月
末
で
、

花
芽
の
つ
く
時
期
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
。水
や
り
や
害
虫

駆
除
な
ど
を
考
え
る
と
、こ
の
期
間
は
適
正
で
な
い
の
で
は
。

A
　
４
月
１
日
に
設
計
単
価
な
ど
の
入
れ
替
え
が
あ
り
、手

続
き
に
日
数
が
か
か
っ
て
し
ま
う
た
め
、４
月
下
旬
の
契
約

に
な
っ
て
し
ま
う
。

Q
　
来
年
度
以
降
も
業
務
期
間
は
変
わ
ら
な
い
の
か
。

A
　
契
約
の
流
れ
は
変
え
ら
れ
な
い
の
で
、業
務
期
間
外
の

１
カ
月
は
職
員
が
管
理
し
て
い
く
。

Q
　
管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、抜
本
的
な
対
策
を
来
年
度

に
向
け
て
講
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

A
　
九
頭
竜
池
の
水
を
花
菖
蒲
園
に
引
き
込
む
な
ど
の
対
策

は
、膨
大
な
お
金
が
か
か
る
と
思
う
。ま
た
、井
戸
は
規
制
が

あ
る
た
め
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
る
。

来
年
は
咲
か
せ
る
よ
う
、努
力
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
情
報
交
換
や

　
　
　
生
活
保
護
面
談
業
務
な
ど
の
充
実

智
光
山
公
園
花
菖
蒲
園
に
満
開
の
花
を
！

上奥富堰の被害状況を視察

新狭山地内の路線認定個所を視察

安
全･

安
心
に
配
慮
し

　
　
　
　
西
口
市
民
広
場
に
に
ぎ
わ
い
を

文
教
厚
生
委
員
会

総
務
経
済
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会


